
観光中国語講座を開催します！
25.01.21

中国や中国文化に関心があり、地域の在住外国人と交流する意欲のあ
る方を対象にした、「多文化共生のための観光中国語講座」を開催しま
す。

岐阜県内の遠方にお住まいの方にも参加できるように、Web会議システ
ム「Zoom」を使ったオンラインでの実施となります。是非ご参加ください！

                                                                                               

https://www.gic.or.jp/2025/01/post-432.html



令和６年度留学生と地域住民との交流会を実施します！！

25.01.24

この度、外国人県民と日本人県民がお互いの文化と考え方を尊
重し、活躍できる地域社会の実現を目指すとともに、外国人県民
の地域への参加を促すため、県内の日本語学校に通う留学生と
の交流会を開催いたします

https://www.gic.or.jp/2025/01/post-434.html



Tokuty × 十六総研：岐阜地域で特定技能人材の
マッチングを開始 25.02.27

外国人特定技能人材のマッチングプラットフォーム「tokuty （トクティー）」を開発・運営するトクティー株式会
社（本社：東京都港区、代表取締役：杉原尚輔、以下、トクティー）は、株式会社 十六総合研究所（本社：岐
阜県岐阜市、取締役社長　佐竹　達比古　以下、十六総研）とビジネスマッチングを開始しました。両社は
協業して、岐阜県にネットワークを持つ十六総研の顧客に向け、特定技能人材を中心に外国人材を提案し
てまいります。

岐阜県は、農業や製造業といった産業が盛んな一方で、これらの業種における人手不足が深刻化してい
ます。そのため、事業者様からの人手不足解消に向けたニーズが強くなっています。岐阜県内の事業者様
への外国人材の提案を通じて、これらの課題解決をサポートするため、岐阜県の地域におけるビジネス
マッチングの機会が広がっています。

https://corp.tokuty.jp/news/2066/



岐阜大学×IITG：JDP日印学生が本学で勉学を開始
25.05.07

令和7年4月4日(金)、岐阜大学･インド工科大学グワハティ校 国際連携食品科
学技術専攻(修士課程)の新年度ガイダンスが行われ、岐阜大学を主大学とす
る学生3名とインド工科大学グワハティ校(IITG)を主大学とする学生4名が本
学での勉学を開始しました。コロナ禍を経てインドから実際に渡日する留学生
としては4回目となります。

国際連携専攻の学生は本学と海外相手大学の両方に在籍し、標準修業年限
(修士2年⁾の中で一定期間を相手大学で修学します。留学を伴う国際的な教育
環境の中で講義履修と研究活動を行い、在籍期間を延長することなく両大学
による国際共同学位を取得することができます。

https://www.glocal.gifu-u.ac.jp/collaboration/information/000944.html

岐阜大学を主大学とする学生3名は本年7月中旬まで岐阜大学での講義履修と研究活動を行ったのち、7月
下旬からはIITGでの留学(5か月)を開始します。一方、IITGを主大学とする学生4名は8月下旬までの5か月間、
岐阜大学で講義履修、岐阜大学教員の下での研究活動、日本企業でのインターンシップを行います。7月中
旬までの期間は、日印学生は共に顔を合わせて学び合い、国際共同学位取得という共通目標に向かって切
磋琢磨します。



全国初！特定技能２号認定　各務原の会社に  
勤務する中国出身・翁さん 25.05.15

各務原市大野町の建設工事会社「コンクリートポンプ」で働く中国人男性の
翁飛（おうひ）さん（３５）が十三日、熟練の外国人労働者に認められる在留
資格「特定技能２号」の交付を受けた。支援機関「エコ・プロジェクト協同組
合」（岐阜市）によると、特定技能２号の認定は全国初という。翁さんは「こ
れからは家族とともに仕事をしていきたい」と意欲を見せた。

https://www.chunichi.co.jp/article/452829



岐阜労働局：外国人労働者雇用労務責任者講習  
（7〜9月開催） 25.06.19

岐阜労働局は、外国人労働者雇用労務責任者講習の7〜9月開催分を告
知。
雇用管理・労務責任の理解促進を目的に、県内開催日程を周知する。法
令遵守と定着促進を両立させるため、実務的な内容を提供。

https://www.city.gifu.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/003/363/chirashi3.pdf



介護の現場で人材確保に苦心 技能実習生受け入れ
下呂市も後押し 2025.10.05

少子高齢化が加速する中、全国の介護施設で人手
不足が深刻な課題になっている。下呂市は65歳
以上の割合を示す高齢化率が41％超と県内自治

体でも高い水準で、今後も要介護者が増えると見
込まれる。市内の施設では外国籍人材の受け入れ
が広がりつつあり、市も人材確保に向け、さまざ
まな対策を打ち出している。「朝ごはんは何を食
べましたか？」。ネパール出身の技能実習生が利
用者のお年寄りに声をかける。同市萩原町羽根の
特別養護・養護老人ホーム「あさぎりサニーラン
ド」。昨年から施設で働くスヌワル・プルニマさ
ん（20）は「利用者とおしゃべりしたり、お世
話したりするのは楽しい」と話す。

出典：https://www.chunichi.co.jp/article/1144202?rct=gifu



インドネシア国籍の技能実習生に感謝状 迷子女児
を見守り「命助かってとてもうれしい」

2025.08.13

迷子の女児の保護に貢献したとして、加茂署は
関市迫間の自動車部品メーカー「トーカイ」の
技能実習生で、インドネシア国籍のアフマド・
ミフター・アル・ヒルミさん（22）とアビ・
セティアワンさん（26）に署長感謝状を贈っ
た。 署と2人によると、7月16日午前0時ごろ、
坂祝町加茂山の田んぼの脇の道を幼い女の子が歩
いているのを自転車で夜勤に出る途中のアビさん
が発見。確認しようと近づくと女児は田んぼの中
に入ってしまった。 日本語が十分に話せないア
ビさんは、堪能な同僚のアフマドさんに連絡。駆
けつけたアフマドさんが10メートルほど離れた女
児に日本語と英語で「名前は何ですか、家はどこ
ですか、

出典：hhttps://www.chunichi.co.jp/article/1115217



「交換日記」で女性技能実習生支援
ダイキャスト東和、鋳造担い手に

2025.09.17

鋳造現場は高温の室内で重い製品を運
ぶ過酷な環境だ。その現場を外国籍の
女性でも働きやすくしたのが、鋳造部
品のダイキャスト東和産業（岐阜県多
治見市）だ。同社工場では半数以上の
設備に技能実習生を含む女性を配置し
ている。作業現場での補助だけでなく
、日常生活も交換日記などで支援する
。人手不足が厳しい中、きめ細やかな
ケアが彼女たちをものづくりの主力に

育てている。

出典：https://www.nikkei.com/article/DGXZQOFD1063C0Q5A910C2000000/



東海・北陸地域情報交換会を2026年2月18日（水）に
名古屋（オンライン・対面）で開催します

2025.12.12

このたび、JITCO名古屋駐在事務所では、東海4県および北陸3県所在の技能実習・特

定技能制度関係者の皆様を対象に、本年度2回目の情報交換会を、名古屋市内（オン

ライン・会場ハイブリッド方式）で開催することといたしました。本情報交換会では

、名古屋出入国在留管理局様より「特定技能制度の適正実施」「育成就労制度の概要

」、外国人技能実習機構名古屋事務所様より「技能実習制度の適正実施」についてご

講演いただき、参加者様と情報共有を行いたいと思っております。※JITCO名古屋会

議室にて参加される方の名刺交換の時間等も設ける予定です。

出典元：https://www.jitco.or.jp/ja/news/article/42447/



ビーオージー、レザー製品の縫製を開始
元技能実習生が工場引き継ぎ

2025.10.21

縫製工場のビーオージー（岐阜県瑞穂市、劉坤社長）は

、パンツやブルゾン・コートなどアウターを生産してい

るが、最近ではレザー製品にもチャレンジするなどアイ

テムの幅を広げている。 劉社長は元々技能実習生とし

て山形県の縫製工場で働いていた。技能実習を終えて、

母国に帰った後も、縫製に携わり、日本とビジネスで関

わりがあった。 2年程前にかつて働いた山形県の工場経

営者が年齢を理由に廃業するか悩んでいるという話が出

た。人やミシンなど設備が整っていたこともあり、劉社

長が受け継いだ。劉社長の身内が岐阜にいることもあり

、本社を岐阜に移して、23年から新体制でスタートした

。

出典：https://senken.co.jp/posts/pog-251021



外国人実習生の定着探る
岐阜で受け入れ企業向けセミナー

2025.07.21

2027年に開始される「育成就労制度」を見据え、外国人技能実習生の受け入れ企業や仲介機関を

対象としたセミナーが、岐阜市薮田南のOKBふれあい会館で開催されました biz.chunichi.co.jp。

新制度の目的や、実習生の定着に向けた人材確保・育成のあり方などが議論されました。 セミナ

ーの概要は以下の通りです。

● 開催場所：OKBふれあい会館（岐阜県岐阜市薮田南） www.chuokai-gifu.or.jp

● 内容：現行の技能実習制度から、人材確保・育成を目的とした「育成就労制度」への移行に

関する解説 www.moj.go.jp。

● 目的：外国人実習生の定着や、円滑な制度移行に向けた受け入れ企業の課題と対策の検討。

このセミナーは、人手不足の解消に向けた新しい外国人材受け入れ体制への対応をテーマとして

います。

出典：https://biz.chunichi.co.jp/news/article/10/110531/

https://biz.chunichi.co.jp/news/article/10/110531/
https://www.moj.go.jp/isa/applications/faq/ikusei_qa_00002.html


池田中学校での異文化交流が新聞に掲載されました
（中日新聞・岐阜新聞）

2025.09.23
9月17日、岐阜県池田中学校にて、生徒約30名
とインドネシアからの技能実習生5名との異文化

交流を実施しました。地域に暮らす外国の人々
と交流することで異文化への興味・関心を広げ
、直接対話をすることで多様な価値観に触れる
ことを目的とし、また多様な背景を持つ人々と
共生できる地域社会になる一つのきっかけにな
ればとの思いで実施しています。実習生はお祈
りで使う衣装や帽子、礼拝用マットを持参した
り、伝えたいインドネシアの習慣や文化を日本
語で練習して当日にいどみました。とても緊張
をしていましたが、中学生がゆっくりとやさし
い日本語でたくさん質問をしたり、インドネシ
ア人が日本語の他、身振り手振りで言いたいこ
とを伝えるなど、言葉の壁を越えた交流と笑顔

が生まれました。 出典元：https://ican.or.jp/2025/09/25/news01-93/



在留外国人数が過去最高、岐阜県１０年で３割増
美濃加茂市は人口比率１０％、充実支援で永住者多く

2025.07.31
ｖ岐阜県の在留外国人数が過去最高を更新し、10年間で
約3割増加しました。特に美濃加茂市は人口の約10％が

外国人で、充実した生活支援により永住者が多いのが特
徴です。製造業を中心とした産業や雇用環境の良さが背
景にあり、国際化が進んでいます岐阜県の現状: 在留外国
人数が過去最高となり、10年で3割増という急増傾向に
あります。

● 美濃加茂市の特徴: 人口比率約10％を誇り、手厚い
支援体制があるため永住者も多い。

● 増加の背景: 地場産業に加え、企業誘致による雇用機
会の多さが背景。

● 外国人住民の分布: 製造業が盛んな地域を中心に、多
くの外国人が暮らしている。

美濃加茂市は、外国人住民を「パートナー」として
捉える姿勢で、住みやすい環境づくりに力を入れて
います。

出典：https://www.ngj.jp/press_detail.php?article_id=32



講習修了証を偽造 岐阜市の建設会社経営者ら
３人逮捕 岐阜県警

2025.08.21
去年８月から１２月までの間に建設機械運転

技能者講習修了証２通を偽造して有償で譲渡

したとして、岐阜市の建設会社経営者の男（

４７）ら３人が２０日、有印私文書偽造・行

使の疑いで逮捕されました。警察によります

と、経営者の男らは共謀の上、去年８月から

１２月までの間に男の関連会社に勤務する男

性２人に対し、それぞれの名義の建設機械運

転技能者講習修了証を偽造し、去年１２月７

日に１人１０万円で譲渡した疑いがもたれて

います。建設機械運転技能者講習修了証は車

両系の建設機械や運搬車などを運転するため

に必要な資格証明書で登録教習機関が発行す

るものです。
出典：https://www.zf-web.com/news/2025/08/21/175013.html
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